
▲ 図1　 Cell Host Microbe 2010a
「抵抗性タンパク質」のひとつPitは、免疫反応の分子スイッチOsRac1と細胞膜上で
結合し、OsRac1を活性化し、活性化したOsRac1が細胞死や活性酸素の産生を誘導し、
イネは耐病性を獲得する。
【文献】Kawano et al., 2010 Cell Host Microbe 7⑸:362-375

◀図2  Cell Host Microbe 2010b
イネ細胞の小胞体において免疫受容体（CERK１受容体）は、
Hop/Sti1,Hsp90に結合し、成熟し、ゴルジ体、エンドソー
ムを経て細胞膜に移行し、細胞膜上で複合体を形成する。そ
の複合体は病原菌のシグナルを認識し、さまざまな免疫反応
を誘起する。Hop/Sti1を持つ（＋）イネでは病気は拡大しな
いが持たない（－）イネでは病気が拡大する。
【文献】Chen et al., 2010 Cell Host Microbe 7⑶:185-196 
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科研費からの成果展開事例

東北大学・大学院理学研究科・教授　平間　正博

大阪大学・大学院医学系研究科・教授　不二門　尚
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シガトキシンの全合成を中心とする生理活性天然物の研究

網膜電気刺激による人工視覚システムの開発

科学技術振興事業団
戦略的基礎研究推進事業
（CREST）
「超天然物の反応制御と分子
設計」
（1997～2002）

科学技術振興機構
戦略的創造研究推進事業発展
研究（SORST）
「シガトキシン類全合成－抗
体調製・食中毒予防と神経科
学の新展開」
（2002～2007）

厚生労働省
科学研究費補助金（感覚器障害研究事業）
「脈絡膜上経網膜電気刺激（ＳＴＳ）法による
人工視覚システムの臨床応用」
（2007～2009）

文部科学省
脳科学研究戦略推進プログラム
「高解像度人工網膜電極の開発・評価」
（2008～2010）

● 世界最大の海産物食中毒「シガテラ」の超微量原因毒素「シガトキ
シン」の全合成に世界で初めて成功。

　＝天然物合成の金字塔的業績
●シガトキシンの抗体・イムノアッセイを開発。
　＝食中毒原因毒の同定・予防・治療法の開発に貢献
● シガトキシンの合成による供給・構造活性相関・バイオプローブ合成。
　＝神経ナトリウムチャネルへの作用機構研究へ貢献
● 学術的、社会的に重要な生理活性天然有機化合物を全合成すること
に成功し、物理化学・薬学・生理学・医学など幅広い分野の研究者
を糾合してダイナミックな研究を展開。

【受賞業績】
2000　「有機合成化学協会賞」受賞
2004　「日本化学会賞」受賞
2010　 日本の科学技術の発展に卓越した貢献をした科学者を顕彰す

る「藤原賞」受賞

神経保護効果を有する刺激パラメータの発見。

⬇
安全な刺激パラメータで網膜を刺激して視覚を回復す
る人工視覚システムを開発し、国内で初めて中期的な
臨床試験に成功。

⬇
網膜色素変性など、網膜の視細胞障害が原因で重度視
覚障害に至った人の視力回復が可能。

科学研究費補助金（科研費）

網膜電気刺激による神経保護の臨床応用
（基盤研究C　2004～2005）

…

経角膜電気刺激による網膜視神経保護の
臨床研究
（基盤研究(C　2006～2007）

》

》

》
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sRRRRRRaac1が細胞死や活性酸素の産生を誘導し、

crocrocrorororoobebebebebe be 7⑸:7⑸:7⑸:7⑸:7⑸:7⑸:362362362362362362 37-3737373737555555

◀図2  Cell HHoooooos
イネ細胞の小胞胞胞胞胞胞胞体
Hop/Sti1,Hspppp999
ムを経て細胞膜膜膜膜膜膜膜
の複合体は病原原原原原原
を誘起する。HHHHHHo
いが持たない（（（
【文献】Chen eeetttt 

科学研究費補助金（科研費）

ハプテン合成による抗シガトキシン抗体
の研究
（基盤研究B　1998～2000）

…

シガトキシン類の全合成・抗体・作用原
理の研究
（基盤研究S　2002～2006）

…

天然物有機合成を基盤とする抗体・受容
体・新物質の解析創製と新機能開拓
（特別推進研究　2007～2010）

網膜神経節細胞に対する電気刺激の神経保護効果

開発した人工視覚システム

◀人工視覚システムは、小
型カメラで撮影した画像を
元に網膜に電気刺激を与え
視覚を再建する。そのため、
網膜に対する電気刺激の影
響を調べることは重要であ
る。我々は、適切な刺激パ
ラメータを選択することで
網膜電気刺激が神経保護的
に働くことを確認した。さ
らに、その分子機構も解明
した。（IOVS 2005）

》
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▲空中のボタンを操作する。▲小さな象が手の上を走り回る。▲アニメの雨粒に触る。
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東京大学・大学院情報理工学系研究科・准教授　篠田　裕之

超音波で立体映像に触感を持たせる技術の開発

情報通信研究機構
高度通信・放送研究開発
委託研究
「新たな通信媒体を利用
したサーフェイス通信技
術の研究開発」
（2008～2012）

科学技術振興機構
戦略的創造研究推進事
業（CREST）
「高速センサー技術に基
づく調和型ダイナミック
情報環境の構築」
（2009～2014）

● 日本発の２次元通信技術
　面を伝播する電磁波を利用する安全なワイヤレス電力伝送と高速通信。
　柔軟材料への素子集積、触覚をもつ人工皮膚なども可能にする。

●立体映像に触感を持たせる新技術の開発
　 赤外線カメラで手の位置を検出し、手が立体映像に触れた瞬間に超音波で
皮膚を刺激。立体映像に触ったかのような感覚をつくり出す。

⬇
駅・病院などでの非接触のタッチパネル、新感覚ゲーム、3Dテレビとの連動、
創造支援システムなどへの応用に期待。

科学研究費補助金（科研費）

光を利用した無線触覚素子による人工触
覚の研究
（基盤研究B　2001～2002）

…

皮膚感覚インターフェースデバイスの開
発と皮膚感覚情報処理の解明
（特定領域研究　2002～2005）

…

柔軟体デバイスによるインタラクション
支援の研究
（特定領域研究　2006～2008）

…

マイクロ波帯二次元通信による柔軟体セ
ンサネットワークの研究
（基盤研究A　2006～2008）

》 》

（参考）競争的資金の役割と協調的な成果展開

◀ ライト、スピーカーは、接触する
シートを伝播してきた電磁波のエ
ネルギーで動作し、PC間の信号も
シートを伝わる。
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